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　日々研さんしている阿久根地区消防組合東・長
島両分遣所員が、消防出初め式で救助技術を披露



　

新
春
の
恒
例
行
事
、
長

島
町
消
防
出
初
め
式
が
１

月
11
日
、
鷹
巣
運
動
場
で

あ
り
ま
し
た
。

　

本
浦
保
育
園
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
本

部
・
11
分
団
２
９
５
人
や

蔵
之
元
小
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
自
衛
消
防
団
、
婦
人

消
防
団
ら
が
入
場
し
、
通

常
点
検
や
小
隊
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

貯
水
槽
設
置
用
地
提
供

者
に
感
謝
状
、
勤
続
30
年

の
町
口
孝
治
副
団
長
を
は

じ
め
と
す
る
団
員
33
人
に

表
彰
状
を
贈
呈
。
町
内
の

園
児
・
児
童
か
ら
出
品

さ
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー

２
５
４
点
、
作
文
50
点
の

入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
厳
粛
な
式
典
と
は
一

変
し
て
賑
や
か
に
分
団
対

放
水
競
技
の
結
果

優　

勝　

城
川
内
分
団

準
優
勝　

諸
浦
分
団

第
３
位　

汐
見
分
団

▼町長感謝状
耐震性貯水槽設置用地提供者
岩下　儀平　　瀧本　好雄
山野　勝美　　阿比留浩光
飯尾　一成

▼日本消防協会表彰
勤続章（30年）
町口　孝治

▼県消防協会総裁表彰
功績章（20年）
飯尾和喜雄　　山口　英志
精績章（15年）
飯尾　政幸　　向江　喜幸
冷水　周次　　濵田　伸弘

▼県知事表彰
勤続章（10年）
中薗　康彦　　山下　俊弘
宮内　博明　　池田　英徳
尾﨑　伸也　　牧　　祐治
藤川　真一　　梅川　和文
町口　勇一　　平田　淳造
杉山　貴広　　増田　一夫

▼県消防協会出水支部表彰
優良団員
大堂　健吉　　築地　隆弘
原　　真一　　長嵜　雄一
橋本　健吾　　西薗　文夫
鶴長　伸也　　福守　一浩
吉武　政人　　大田　　貢

▼町長表彰
永年勤続（10年）
増田　一夫
優良幹部（７年・部長以上）
小林　清文　　尾﨑　伸也

▼団長表彰
優良団員（７年・班長、団員）
倉田　米盛

▼防火・防災ポスター表彰
町長賞
植元拓斗（本浦小１年）
消防長賞
本越弘樹（田尻小５年）

▼防火・防災作文表彰
教育長賞
松元菜摘（蔵之元小４年）
消防団長賞
小川巧海（平尾小５年）

▼感謝状（学校賞）
鷹巣小学校　　田尻小学校
獅子島小学校　　本浦小学校

抗
の
放
水
競
技
を
披
露
。

団
長
の
旗
の
合
図
と
と
も

に
団
員
が
一
斉
に
飛
び
出

し
、
ま
と
目
掛
け
て
勢
い

よ
く
放
水
し
て
、
日
章
旗

が
揚
が
る
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
赤
や
青
、
黄
色

の
水
が
大
空
高
く
放
水
さ

れ
、
観
覧
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
の
結
果
と
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

↑
元
気
よ
く
入
場
す
る
蔵
之
元
小
少
年
消
防

ク
ラ
ブ

↑
入
場
行
進
や
団
旗
入
退
場
時
な
ど
を
演
奏

で
盛
り
上
げ
た
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

↑
今
年
の
出
初
め
式
は
、
本
浦
保
育
園
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
幕
開
け

北風の吹く中、勇壮な姿を披露する消防団員

一糸乱れぬ
行動披露

長
島
町
消
防
出
初
め
式
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新
成
人
１
８
４
人
を
対
象

に
１
月
５
日
、
平
成
21
年
長

島
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
の
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
に
は
、
晴
れ
着
姿
に
身
を

包
ん
だ
１
５
１
人
が
集
い
、

旧
友
を
見
つ
け
て
は
歓
喜
の

声
を
あ
げ
た
り
抱
き
合
っ
た

り
す
る
新
成
人
た
ち
の
笑
顔

で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長

か
ら
「
夢
を
抱
き
、
希
望
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
成

人
と
し
て
の
権
利
が
与
え
ら

れ
る
と
同
時
に
、
義
務
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
無
限
の
可
能
性
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、

多
く
の
人
か
ら
の
祝
福
と
激

励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て

中
村
龍
誠
さ
ん
（
塩
追
）
が

「
こ
の
感
激
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
生
か
し
、
名
実
と
も

に
成
人
と
な
る
こ
と
を
決
意

し
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
担
う
若
者
と
し
て
の

決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
行

事
で
は
、
あ
か
ね
園
の
職
員

に
よ
る
和
太
鼓
が
披
露
さ

れ
、
各
中
学
校
の
思
い
出
の

ア
ル
バ
ム
を
上
映
し
て
20
歳

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

胸
に
込
め
て

平
成
21
年
　
長
島
町
成
人
式

濵
元　

梨
沙
さ
ん
（
藤
之
元
）

　

１
月
５
日
に
成
人
式
を
迎
え
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
友
人
と
再
会
し
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
あ
か
ね
園
の
職
員
の
方
々

の
太
鼓
演
奏
や
各
中
学
校
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
上
映
な
ど
も
あ
り
、

友
人
た
ち
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

地
元
に
就
職
し
て
２
年
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一
人

の
大
人
と
し
て
踏
み
出
し
て
い
き

ま
す
が
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
て
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

坂
下　

秀
志
さ
ん
（
山
寺
）

　

成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
の
20
年

間
は
短
く
感
じ
ま
す
。
振
り
返
る

と
、
短
い
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
と
な
り
、
社
会
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
考
え
た
り
、
悩
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
の
将
来
を

し
っ
か
り
見
つ
め
、
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
前
向
き
に

考
え
ま
す
。
悩
ん
だ
ら
相
談
し
、

一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
、
周
り
の

人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
今
後
の
人
生
を
楽
し
く
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

① 懐 か し い 顔 が そ ろ う 成 人 式。 記 念 撮 影 を し た り、 近 況 報 告 を
　したりと有意義な時間を過ごせたようです。
②色とりどりの振袖と笑顔が、まぶしく輝いていました。
③新成人を代表して中村龍誠さんが誓いの言葉を述べました。
④ 会 場 い っ ぱ い に 響 き 渡 っ た あ か ね 太 鼓 の 鼓 動 が、 成 人 を 祝 い
　ました。
⑤町内各地から新成人が集い、厳粛に式典が開かれました。
⑥本越隆博さんと阿夛美貴恵さんが町民憲章を朗読。

①

②③

④⑤⑥

成
人
式
を
終
え
て
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「
２
０
０
９
長
島
健
康
づ
く
り

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
が
１
月
17

日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着

点
と
す
る
、
す
い
せ
ん
め
ぐ
り

コ
ー
ス
と
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
の

２
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
５
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
た
す
い

せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
、
国
道
３

８
９
号
を
城
川
内
方
面
へ
南
下

し
、
長
崎
鼻
灯
台
公
園
で
折
り
返

す
12
㌔
コ
ー
ス
。
沿
道
に
は
す
い

せ
ん
の
花
が
咲
き
誇
り
、
灯
台
や

東
シ
ナ
海
が
広
が
る
折
り
返
し
地

点
で
、
参
加
者
は
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
時
40
分
に
出
発
し
て
、
国
道

３
８
９
号
を
蔵
之
元
方
面
へ
北
上

し
、
小
浜
古
墳
群
や
小
浜
海
水
浴

場
を
巡
る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ
り

コ
ー
ス
は
、
長
島
海
峡
や
天
草
諸

島
な
ど
の
雄
大
な
景
色
を
望
み
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
や
ゴ
ー
ル
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
特

産
の
蒸
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
振
る

舞
い
、
参
加
者
た
ち
は
塩
や
バ

タ
ー
で
味
付
け
し
て
、
お
い
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

絶景望み心と体リフレッシュ
2009 長島健康づくりすいせんウォークひ

ら
ひ
ら
と
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
っ
ぱ
舞
い
落
ち
る
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
遊
ん
で
い
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

渡　
　

大
悟

ク
リ
ス
マ
ス
今
年
は
サ
ン
タ
来
る
の
か
な
楽
し
み
に
し
て
明
日
を

待
と
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

永
岡　
　

唯

大
空
を
渡
り
鳥
た
ち
飛
ん
で
い
る
い
っ
た
い
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ

う
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

樫
谷　

祥
太

夕
焼
け
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ス
た
ち
僕
も
い
っ
し
ょ
に
家
路

を
た
ど
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

小
﨑
遼
太
郎

美
し
い
冬
の
光
の
き
ら
め
き
て
真
っ
白
い
雪
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

瀬
﨑　

幸
雄

青
空
に
ふ
わ
り
と
一
つ
浮
か
ん
で
る
わ
た
あ
め
み
た
い
な
形
広
が

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

濵
付　
　

葵

世
界
中
笑
顔
に
な
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
み
ん
な
幸
せ
夢
の
中
で　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

濵
元　

明
衣

冬
の
朝
ポ
ツ
ン
と
残
る
真
っ
白
な
あ
り
あ
け
の
月
肌
寒
い
風　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

村
上
菜
津
美

い
ち
ょ
う
の
葉
黄
色
の
葉
っ
ぱ
が
ひ
ら
ひ
ら
と
た
く
さ
ん
落
ち
た

ら
み
ん
な
で
遊
ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

栁　
　

美
伽

　
平
尾
中
学
校
は
12
月
３
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
町
民
を
講
師
に
招
き
、「
地
域
の
人
に
学
ぶ
」
と
題

し
た
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
長
島
短
歌
会
に
所
属
し
て
い
る
松
元
睦
子
さ
ん
（
小
浜
）

が
講
師
と
な
っ
た
教
室
で
は
、
短
歌
づ
く
り
に
挑
戦
。
生
徒

た
ち
は
自
然
豊
か
な
「
な
が
し
ま
」
を
短
歌
に
込
め
、
若
々

し
い
感
性
と
伝
え
た
い
心
を
自
由
に
表
現
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

牛
深
方
面
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
参
加
者

（
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス)

参加者は長崎鼻灯台公園で蒸かしジャガイモを
頬張りながら休憩（すいせんめぐりコース）

ながしまを短歌に込め自由に表現

　

沖
縄
県
全
域
・
奄
美
群
島
・
ト
カ

ラ
列
島
・
小
笠
原
諸
島
（
以
下
「
発

生
地
域
」）
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
害
虫

（
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ

ウ
ム
シ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
ノ
メ
イ
ガ
・

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
）
が
、
沖
縄
県

全
域
に
は
、
か
ん
き
つ
の
苗
木
類
を

枯
死
さ
せ
る
病
害
虫
（
カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
・
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
）

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
害
虫
・
病
害
虫
の
ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
植
物

は
、
法
律
に
よ
っ
て
発
生
地
域
か
ら

未
発
生
地
域
（
本
土
）
へ
の
持
ち
込

み
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郵
便
小
包
や
宅
配
便
な
ど
で
受
け

取
っ
た
か
た
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と　

が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
林
水
産
省

　

門
司
植
物
防
疫
所　

鹿
児
島
支
所

　

℡
０
９
９
（
２
２
２
）
１
０
４
６

発
生
地
域
か
ら
未
発
生
地
域

へ
持
ち
込
め
な
い
植
物

■
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ヨ
ウ
サ
イ

　

・
ア
サ
ガ
オ
・
グ
ン
バ
イ

　

ヒ
ル
ガ
オ
な
ど

　

※
サ
ツ
マ
イ
モ
の
加
工
品

　
　

は
持
ち
込
め
ま
す
。

■
か
ん
き
つ
の
苗
木
類

　

※
か
ん
き
つ
類
の
生
果
実

　
　

は
持
ち
込
め
ま
す
。

病害虫のまん延防止に
ご協力を

　長島町社会福祉協議会は１
月８日、長島町保健福祉セン
ターで金融トラブル相談を行
いました。
　この相談は、多重債務など
の借金で困っているかたの相
談を専門の相談員が受け、問
題解決の糸口を探りました。
　このほか、同協議会では毎
月第２木曜日に心配ごと相談
を実施し、さまざまな問題の
解決に向けて、一緒に考えて
います。また、特殊な相談を
したい人のために、専門の相
談員を依頼することもできま
すので、お気軽にお問い合わ
せください。
◎問い合わせ先＝
　長島町社会福祉協議会
　℡（86）0190

悩みは社協へ
相談を
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INFORMATION

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
入
校
者
を
募
集

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
21
年
度
の
訓
練
生
入
校

者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
訓
練
科
＝

　

・
普
通
訓
練　

２
年

　
　

土
木
施
工
科

　
　

木
造
建
築
科

　

・
短
期
訓
練　

８
日
間

　
　

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
科

　
　

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
科

◎
入
校
資
格
＝

　

・
高
校
卒
業
以
上
お
よ
び
同
等

　
　

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
人

　

・
雇
用
保
険
の
加
入
者
ま
た
は

　
　

労
災
保
険
の
特
別
加
入
者

◎
授
業
料
＝

　

・
普
通
訓
練　

年
間
６
万
円

　

・
短
期
訓
練　

１
万
円

◎
申
込
期
限
＝
３
月
10
日
（
火
）

◎
特
典
＝

　

・
技
能
士
補
の
称
号
が
与
え
ら

　
　

れ
る
。

　

・
技
能
検
定
の
受
験
資
格
に
係

　
　

る
実
務
の
経
験
年
数
が
短
縮

　
　

さ
れ
る
。

　

・
２
級
の
技
能
検
定
を
受
け
る

　
　

と
き
、
学
科
試
験
が
免
除
さ

　
　

れ
る
。

　

・
１
年
か
ら
３
年
で
職
業
訓
練

　
　

指
導
員
試
験
の
受
験
資
格
が

　
　

与
え
ら
れ
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝

　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
（
84
）
２
４
５
１

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
集
つ
ど
い

療
育
講
演
会
を
開
催

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
集
」
で
は
、
地
域
で
さ
さ
え
る

あ
た
た
か
い
子
育
て
づ
く
り
を
テ

ー
マ
に
、
療
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

◎
期
日
＝
３
月
７
日
（
土
）

◎
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

◎
場
所
＝
出
水
市
中
央
公
民
館

　

音
楽
ホ
ー
ル

◎
内
容
＝

　

・
講
演

　
　

鹿
児
島
県
児
童
総
合
相
談
セ

　
　

ン
タ
ー　

外
岡
資
朗
氏

　

・
体
験
発
表

　
　

発
達
上
気
に
な
る
子
ど
も
を

　
　

持
つ
保
護
者
の
か
た

◎
参
加
費
＝
無
料

◎
後
援
＝
長
島
町
、
阿
久
根
市
、　

　

出
水
市

◎
申
込
締
切
＝
２
月
26
日
（
木
）

◎
託
児
＝
託
児
を
希
望
さ
れ
る
か

　

た
は
２
月
26
日
ま
で
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
集
」

　

℡
（
62
）
７
３
９
９

県
営
住
宅

空
き
家
待
ち
順
位
登
録

　

県
で
は
、
出
水
市
、
阿
久
根
市

分
の
県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

◎
物
件
＝
県
営
千
本
付
団
地
ほ
か

　

７
団
地

◎
申
込
受
付
＝
２
月
23
日
（
月
）

　

ま
で　

※
土
・
日
・
祝
・
祭
日
を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
抽
選
日
時
＝
３
月
５
日
（
木
）

　

午
後
２
時

◎
抽
選
場
所
＝
鹿
児
島
県
北
薩
地

　

域
振
興
局
出
水
庁
舎　

２
階　

　

大
会
議
室

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

建
設
部
出
水
支
所　

管
理
係

　

℡
（
63
）
３
１
１
１

交
通
事
故
に
あ
っ
て
困
っ
た

と
き
、
困
っ
た
人
の
ご
相
談

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

で
は
、
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通

事
故
で
お
困
り
の
人
の
自
賠
責
保

険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
で
お
悩
み
の

か
た
は
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
相
談
日
＝
月
～
金
曜
日

　

※
祝
・
祭
日
を
除
く

◎
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

※
電
話
相
談
可

◎
弁
護
士
相
談
日
＝
毎
月
第
２
・

　

４
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

　

※
面
接
可
能
な
か
た
・
予
約
制

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
社
団
法
人
日

　

本
損
害
保
険
協
会　

鹿
児
島
自

　

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６

　

６

　町では、来年春のオープンを目指して黒之瀬

戸大橋公園に物産館の建設を計画しています。

この施設を指定管理者として運営していただく

事業所・団体を募集します。

◎対象施設の概要

　長島町山門野 4093 番地

　鉄骨平家建て　床面積 400 ㎡

◎対象施設の目的

　　本町の観光や農林水産業の振興、地域産物

　の販路の拡大、生産者の所得の向上、地域経

　済の活性化を図ることを目的とします。

◎指定管理者の設立要領

　　本施設の指定管理者は、複数の事業所、団

　体により新会社を設立して管理運営する方式

　を採用します。なお、新会社は、書類審査お

　よび必要に応じて面接により採用された事業

　所等を構成員として結成します。

◎応募資格

　① 長島町内に本店または支店（法人格を有

　しない場合は事業所等）があり、指定期間中

　に安全・円滑に施設を管理運営できる法人ま

　たは団体。

　② 自ら農林水産物などの生産および流通に

　関わりがあり、出品者となり得ること。

◎受付期限　２月 27 日（金）まで

※農水産物などを出品していただく会員は、指

定管理者が決定した後、募集します。

◎申し込み・問い合わせ先

　〒 899-1498

　鹿児島県出水郡長島町鷹巣 1875 番地 1

　長島町役場　事業推進課　景観係

　℡ 0996（86）1111　内線 1266

　平成 21 年度長島町立学校給食センター（鷹巣学校
給食センター・指江学校給食センター）の調理運搬等
業務委託業者の公募説明会を開催します。
◎応募資格
　町内の個人および法人
◎業務委託の内容
　学校給食の調理および各学校への搬送業務
◎公募説明会
　・日時　2 月 18 日（水）　午後 3 時 30 分～
　・場所　長島町役場　指江庁舎　２階会議室
※説明会に出席されるかたは、2 月 17 日（火）まで
に長島町教育委員会教育総務課または各給食センター
へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　長島町教育委員会　教育総務課
　℡ 0996-86-1111　内線 2220
　鷹巣学校給食センター　℡ 0996-86-0018
　指江学校給食センター　℡ 0996-88-5213

長島町立学校給食センター
調理・運搬等業務委託業者公募説明会の開催

　出水地域にある 11 の直売所がスタンプラリーを開
催しています。
　この催しに参加している直売所で、期間内に 500
円以上お買い上げされるとスタンプがもらえます。す
べてのスタンプを集めたかたを対象に、抽選で素敵な
景品がプレゼントされます。
　この機会に、地元の直売所を利用しましょう。
◎期限　３月１日（日）まで
◎参加直売所
　道の駅「長島」、川床ふれあいの郷、道の駅「阿久根」、
　いきいき館、うずしお館、特産館いずみ、野田郷村
　おこし屋、ふれあい館、山ん神、つくしの里、より
　道いずみ

出水地域直売所スタンプラリー

ぐるり北薩うんまかどぉ～！

物産館の指定管理者を募集
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

め
で
た
し 

め
で
た
し
か
ら

は
じ
ま
る
絵
本

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ロ
シ
ェ
ル  
文

新装版  天地人（上・中・下）
火坂 雅志  著

　昔ばなしといえば「むかしむかし、あるところに…」で
はじまるものと思っていませんか？この本はちがいます。

「めでたしめでたし」からはじまっているんです。ページ
をめくるたびに意外な展開に。「めでたしめでたし」から
はじまる昔ばなし、終わりはどうなるのでしょう。

　

上
杉
謙
信
の
義
の
心
を
受
け
継
い
だ
直
江
兼
続
の
苦
闘
と
栄
光

の
生
涯
。
ド
ラ
マ
も
い
い
で
す
が
、
原
作
を
読
ん
で
み
る
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

町
長
動
静
　
１
月

５
日　

仕
事
始
め
式
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

長
島
町
成
人
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

６
日　

県
庁
年
始
あ
い
さ
つ
（
鹿
児
島
市
）

８
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

長
島
町
消
防
出
初
め
式
（
鷹
巣
運
動
場
）

14
‐
15
日　

国
陳
情
（
東
京
都
）

17
日　

長
島
健
康
づ
く
り
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

18
日　

長
島
町
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

20
日　

長
島
町
水
産
業
振
興
対
策
推
進
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

21
日　

叙
勲
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

22
日　

県
漁
業
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
新
年
家
族
例
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

23
日　

長
島
町
観
光
活
性
化
検
討
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

港
湾
事
業
説
明
会
（
湯
ノ
口
）

24
日　

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
及
び
九
州
西
岸
軸
構
想
推

　
　
　

進
地
方
大
会
（
長
崎
県
）

26
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

28
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
・
丸
の
内
地
区
と
の
覚
書
調
印

　
　
　

式　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

29
‐
30
日　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
全
国
市
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

31
日　

鹿
児
島
出
水
会
（
鹿
児
島
市
）

松
過
ぎ
て
大
っ
ぴ
ら
に
干
す
女
物　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

初
日
記
未
知
の
白
さ
を
恐
れ
た
り　
　
　
　

淵
脇　
　

護

鶏に
わ
と
りに

声
か
け
て
く
る
初
句
会　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

松
過
ぎ
や
娶め

と
る
話
の
有
耶
無
耶
に　
　
　

筑
前　

初
市

一
年
を
心
あ
ら
た
に
初
句
会　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

松
過
ぎ
て
境
内
静
か
に
暮
れ
に
け
り　
　
　

関　

佳
代
美

閉
じ
て
ゆ
く
天
使
の
梯
子
雪
降
れ
り　
　
　

迫
口　

君
代

激
寒
の
海
に
漁
す
る
夫
婦
船
音
の
み
残
し
朝
靄も

や

に
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

婚
終
へ
し
孫
が
我
が
肩
抱
き
寄
す
る
子
等
に
な
か
り
し
こ

の
優
し
さ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

厳
し
く
も
変
革
掲
げ
若
鷲
の
羽
ば
た
き
を
見
む
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

塒ね
ぐ
らよ

り
海
渡
り
来
し
幾
千
羽
鶴
舞
ひ
あ
が
る
日
に
輝
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

庭
の
梅
ほ
こ
ろ
び
初そ

め
し
寒
な
か
に
目
白
の
群
は
枝
を
飛

び
交
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

卒
寿
を
ば
生
き
ゐ
る
姉
の
微
笑
み
と
目
の
輝
き
に
励
ま
さ

れ
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

口
に
云
へ
ぬ
親
し
さ
こ
め
て
幼
な
子
は
我
を
ゆ
び
さ
す
そ

の
い
と
お
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

後
先
に
家
出
て
め
ぐ
る
海
の
辺
に
亡
き
夫
の
星
と
思
ふ
輝

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

西
の
窓
に
置
く
白
菊
の
ひ
と
と
き
を
艶
増
し
見
ゆ
る
夕
光

さ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

山
茶
花
に
群
る
る
目
白
を
追
い
払
ひ
ひ
よ
ど
り
一
羽
占
め

て
蜜
吸
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

寝い

ね
居
り
ぬ
現

う
つ
つ

を
離
れ
野
を
歩
む
母
の
言
葉
を
た
じ
ろ
ぎ

て
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

理
由
も
な
く
寂
し
さ
迫
る
朧

お
ぼ
ろ

月
背
の
曲
が
り
し
我
に
重
き

荷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

俳
句

財
は
無
く
一
病
も
無
く
梅
日
和　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

仄ほ
の
ぼ
の仄

と
童こ

ら
の
茣ご

ざ蓙
に
も
椿
か
な　
　
　
　

笹
元　

政
美

夜
学
の
灯ひ

も洩
れ
て
積
雪
高
く
あ
り　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

一
年
は
年
の
始
め
が
大
切
だ
良
い
年
有
と
祈
り
な
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

寒
空
に
素
足
乍
ら
で
診
察
す
医
師
の
立
ち
振
り
尊
と
し
と

見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

今
年
こ
そ
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
多
か
れ
と
寒
き
神
社
に
祈
り

を
込
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

軽自動車等の異動手続きを
　長島町に軽自動車（125 ㏄以下の単車、
小型特殊自動車等、役場にて標識の交付を
受けたもの）を登録している方で、現在、
使用および所有していない場合には、３月
31 日（火）までに廃車の手続きを済ませ
てください。また、他人に譲渡した場合や
所有者が死亡・転出して、現在の所有者が
違う場合には名義変更の手続きをしてくだ
さい。
　４月１日以降に廃車の手続きをした場合
には、平成 21 年度の軽自動車税を納めて
いただかなければなりませんので、早めに
手続きを済ませてください。
◎問い合わせ先＝
　役場税務課
　℡（86）1111　内線 1126

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

期
間
は
、
平
成
21
年
２
月
16
日
（
月
）
か

ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告

と
納
税
は
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
送
付
等
で

も
可
能
で
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
申
告
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作

成
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
税
務
上
の
申
告
書
や
申
請
書
、
届
出
書

は
「
信
書
」
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
税
務

署
に
送
付
す
る
場
合
に
は
、
郵
便
（
第
一

郵
便
物
）
ま
た
は
信
書
便
で
早
め
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
便
・
信
書
便
以
外
の

荷
物
扱
い
で
送
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
出
水
税
務
署

　

℡
（
62
）
０
２
０
０
（
自
動
音
声
案
内
）

　所得税の確定申告書は

自分で作成してお早めに

　125 ㏄を越える単車、軽四輪自動車等
の場合には、軽自動車協会または鹿児島
陸運支局で手続きをしてください（最寄
りの自動車販売店でも手続きを代行して
います）。
◎問い合わせ先＝
　鹿児島県軽自動車協会
　℡ 099（261）4011
　鹿児島陸運支局
　℡ 050（5540）2089
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

ーダーのあり方・役割を学ぶリ 出水地区社会教育有志指導者初級研修会

テトチップが食べたい
獅子島小がバレイショ作付け

い精神力と団結力を培う強 城川内でちょうちん行列

　１月 25 日、平成 20 年度出水地区社会教育有志指
導者（青年団体指導者・少年団体ジュニア ･ リーダー）
初級研修会が出水市青年の家で開催され、町内の中学
生 14 人が参加しました。
　この研修は、団体行動のあり方やリーダーの役割な
ど、少年団体における理論・方法・実技を習得させ、
少年団体の指導者としての資質向上を図ることを目的
としています。研修には、各学校の生徒会や地域など
で活躍する生徒たちが参加。危険予知やグループワー
クトレーニングなどでリーダーのあり方を学び、他市
町の生徒たちとの交流を図りました。

　獅子島小学校は１月 26 日、本町の特産で
あるバレイショの作付け体験を実施しまし
た。
　同日は、御所ノ浦の岡平武志さんとＪＡか
ごしまいずみ農協職員の協力を得て、３年生
以上の 14 人が、学校の敷地内にある畑にバ
レイショを手作業で植え付けました。
　児童たちは、堆肥や肥料をまいた土を耕し
て畝をつくり、土に丸太をさして穴をあけ、
種芋を一つひとつ埋め込んでいました。作業
が終わったころには、靴や手は泥まみれでし
た。収穫は５月上旬ごろを予定しています。
　４年生の湯元大晴君は「大きくなったらポ
テトチップにして食べたい。はじめてだった
ので楽しかった」と話していました。

　城川内子ども会育成会は、忠臣蔵などで有名な赤穂
浪士四十七士が吉良邸に討ち入りをした旧暦の 12 月
14 日に当たる１月９日、「ちょうちん行列」を行いま
した。
　これは厳寒に耐え、目標を達成する強い精神力と団
結力を培うこと、伝統を守り続けることを現代の子ど
もたちに感じてもらおうと開かれているもの。当日は
小雨が降る中、子どもたちと父母らがちょうちんやた
いまつを手に、太鼓の音を響かせながら伊勢神社や古
射場、長光寺などを巡りました。

↑仕事を分担して、段取りよく植え付け作業をこなす児童たち

↓グループごとにさまざまなトレーニングを楽しむ生徒たち

↑ちょうちんを灯し、集落を巡る子どもたち

ポ

謝の気持ちを込めて清掃
城川内運動場のごみ拾い

具を大切に使う心を身につける道 川床コミュニティ運動場を清掃

っというまにご飯が炊けたあ 赤十字奉仕団研修会

感

↑はじめはおぼつかな
かった袋詰め作業も、
数をこなすごとに素早
くなっていきました。

←一度に 50 食分の非
常食を煮込みました。

　城川内小ソフトボールスポーツ少年団は 12 月 28
日、城川内運動場周辺などを清掃しました。
　同少年団は、日ごろから同運動場で練習に励んでい
るため、感謝の気持ちを込めてグラウンドや周辺の国
道 389 号のごみを拾い集める作業などを行いました。

　川床小ソフトボールスポーツ少年団は 12 月 23 日、
整理整頓と道具を大切に使う心を身につけようと川床
コミュニティ運動場周辺の清掃を行いました。
　団員たちは保護者の協力をもらいながら、いつも無
料で借りている運動場の草取りや管理棟内の荷物を整
理しました。

　１月 18 日、長島町赤十字奉仕団研修会が
長島町文化ホールで開催されました。
　この研修には、日ごろさまざまなボラン
ティアに参加している女性や民生委員らが参
加。非常時の炊き出し訓練や心配蘇生法、Ａ
ＥＤを用いた除細動といった救急法の講習を
行いました。
　炊き出し訓練では、特殊なナイロン袋を
使って簡単にご飯が炊ける非常食づくりを体
験しました。洗った米１合と同量の水を袋に
入れて、袋の中に空気が残らないように空気
をぬきながら輪ゴムで口を固くしばり、沸騰
したお湯の中に入れて 30 分煮ます。なべの
外に出して５分程度蒸すと、ホクホクのご飯
のできあがりです。
　参加者たちは、地震や風水害などの災害時
に、赤十字奉仕団員が手際よく活躍している
ことを実感し、参加者自身も、いざというと
きのために役立てるよう意識を高めているよ
うでした。

↓国道を清掃する団員たち

↑管理棟の荷物を外へ出す団員たち
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（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

島の高齢者を守りたい
人　口　  11,890( -19)
男　性　　5,720( -10)
女　性　　6,170(   -9)
世　帯　　4,406(   -6)

平成 21 年 1 月 31 日現在

御所ノ浦自治公民館長

坂口　澄夫さん (55)

◇
日
常
生
活
で
の
問
題
点
は

　

漁
業
、
農
業
と
鉄
工
所
を
営
ん
で

い
ま
す
。
鉄
工
所
の
仕
事
で
島
外
へ

資
材
を
運
ぶ
と
、
運
搬
費
を
費
用
に

上
乗
せ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
島
外
か
ら
の
仕
事
の
依
頼
に

す
ぐ
に
対
応
で
き
ず
、
お
客
さ
ま
を

待
た
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◇
獅
子
島
架
橋
へ
の
思
い
は

　

御
所
ノ
浦
は
限
界
集
落
で
す
。
高

齢
者
が
多
く
、
す
ぐ
に
搬
送
で
き
れ

ば
助
け
ら
れ
る
命
を
助
け
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

橋
が
あ
れ
ば
獅
子
島
に
も
救
急
車
が

来
れ
ま
す
。
公
民
館
長
と
い
う
職
に

就
い
て
、
高
齢
者
を
助
け
る
た
め
に

橋
を
架
け
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
獅
子
島
架
橋

は
私
の
念
願
で
す
。

■
編
集
後
記

▽
最
近
、
う
ぶ
声
や
ナ
イ
ス
ス
マ

イ
ル
欄
が
増
え
て
き
た
な
と
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
、
１
月
下
旬
、
厚

労
省
の
調
査
で
本
町
の
出
生
率
は

２
・
05
、
全
国
８
位
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
お
く
や
み
欄
も
気
に
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
濱
口
）

　

町
が
進
め
て
い
る
「
ぐ
る
っ
と
一

周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
沿
道
に
「
つ
わ
ぶ
き
」
の

植
栽
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

つ
わ
ぶ
き
は
、
昔
か
ら
道
ば
た
や

山
林
に
多
く
自
生
し
て
い
ま
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
黄
色
い
か
わ
い
い

花
を
咲
か
せ
、
春
先
に
は
食
用
と
し

て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
植
栽
用
と
し
て
葉
っ
ぱ

が
大
き
い
品
種
の
つ
わ
ぶ
き
を
探
し

て
い
ま
す
。
自
分
で
掘
っ
て
提
供
し

て
い
た
だ
く
か
、
自
生
場
所
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
先
＝

　

役
場
事
業
推
進
課　

景
観
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
２
６
６

つわぶきを探しています

 わがまちの景観づくり

　

山
中
の
余
宮
安
之
さ
ん
が
１
月
16
日
に
東
京
で
行

わ
れ
た
「
第
46
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」

で
交
通
栄
誉
賞
緑
十
字
銀
章
を
受
章
。
20
日
、
役
場

町
長
室
で
川
添
健
町
長
に
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

余
宮
さ
ん
は
、
阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
東
支

部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
同
協
会
員
と
し
て
長
年
、
交

通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
サ
エ

子
さ
ん
に
も
、
内
助
の
功
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
余
宮
さ
ん
は
「
夢
で
あ
っ
た
章
を
も

ら
え
て
う
れ
し
い
。
交
通
安
全
協
会
や
警
察
、
行
政

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
お
か
げ
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

余宮さんが緑十字銀章を受章

町長に受章を報告した余宮さん

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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小学生の部最優秀賞
「島をつなぐ橋」

汐見小学校６年

濵田陽佳里さん

中学生の部最優秀賞
「夢と人を結ぶ架橋」

平尾中学校２年

濵元　明衣さん

島原・天草・長島架橋構想 及び 九州西岸軸構想推進地方大会

島原・天草・長島架橋の実現に向けて

　「島原・天草・長島架橋構想
及び九州西岸軸構想推進地方大
会」が１月 24 日、長崎県の島
原復興アリーナで開催されまし
た。
　大会には、長崎・熊本・鹿児
島３県の住民や政財界、行政関
係者ら約 800 人が参加し、意
見発表や提言、大会決議などが
行われました。
　さらに、大会にあわせて実施
された絵画コンテストの表彰式
があり、本町から出品し、最優
秀賞を受賞した汐見小の濵田陽
佳里さんと平尾中の濵元明衣さ
んが表彰されました。大会を開き、架橋構想や西岸軸構想

の必要性をアピール



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま３月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１ ６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１  ４/１  ４/２  ４/３  ４/４

  ２  ３   ４   ５
○飯尾医院 88-5040
○宮薗歯科医院 73-3222

□ひまわり薬局 62-6070

□野田調剤薬局 84-2856

□中央薬局 73-2907

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）

■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水病院 62-0419

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○しお歯科医院 67-5844

□中村五郎薬局 67-1078

□のぞみ薬局 73-2131

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック 88-6405
○椎原歯科医院 67-4111

□メープル薬局 62-9292

□マリン薬局米ノ津店 67-5002

□上野薬局 72-1016

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉井中央病院 62-3111

◎ 1.6 歳児健診
◎２・2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■燃えないごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331
●出水総合医療センター 67-1611

◎３歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診

（保健福祉センター）
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

　　　　　春分の日

○平尾診療所 88-2595
○橋口歯科医院 73-0508

□さくらんぼ薬局 68-7000

□めぐみ薬局 82-5551

□阿久根薬局 72-1017

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○太田歯科クリニック 84-4700

□いずみ調剤薬局 68-5822

□フタヤ薬局 67-5253

□会営薬局阿久根店 72-5060

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●上園医院 73-1055

●高尾野医療センター 82-0017

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○徳森歯科医院 67-3608

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800

□さかえまち薬局 72-0978

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●３月 20日は春分の日です。
　 春分の日は、「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611


